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1．はじめに 

東日本大震災が 2011 年 3 月 11 日に発生し，北海道

から東北，関東地方の太平洋沿岸は甚大な津波被害を

受けた．発生した津波は当初の予測値を上回り，最大

津波高も多くの地点で 10m 以上を観測し，防波堤・防

潮堤も破壊される結果となった．今回の被災の規模は

非常に大きくなったが，今回の地震よりも小さい地震

が発生した際にハザードマップ等が適切であったのか

を検討しておくことは今後の防災計画上非常に重要で

ある．そのため，本研究では東日本大震災以前を対象

とし，三陸沖における予測との比較・検証を行うこと

とした． 

2.計算式 

本研究で用いた基礎式を式(1)～(4)に示す. 

                     (1) 

 

                      (2) 

 

                     (3) 

 

                     (4) 

ここで，u：x 方向の流速，v：y 方向の流速，w：z 方向

の流速，p：圧力，f：コリオリ係数，Ah：水平渦動粘性

係数，Av：鉛直渦動粘性係数，ρ：海水の密度，g：重

力加速度である． 

3．研究対象領域 

計算格子は 1350m，450m，150m の 3 種類のメッシュ

サイズを使用した．（図-1）1 回のケースにおける計算

時間は震源地との距離や津波は複数回に分けて到達し，

何波目が最大波になるか分からないことを踏まえて 24

時間とした． 

4.断層モデル 

既往の研究 1)の三陸沖を範囲とした予測との比較・検

証を行うために，三陸沖に影響を及ぼすと考えられる

東日本大震災以前の地震を合計 7 ケース抽出した．そ

の一例として 1978 年 6 月 12 日に発生した（昭和）宮

城県沖地震のモデル 4 を表-1に示す． 

 

     450m                 150m 

   図-1  研究対象領域 

 表-1 断層パラメターの一例 

 

5.計算結果と考察 

三陸の主要漁港を出力点とした（図-2）．図-3 には全

ケースの計算より算出された三陸沖での最大津波高を

示す．また,釜石港における時系列水位を図-4 に示す．

図-4より釜石港では 4.12m の最大波が 81 分後に到達し

ている．そして,湾の形を①:直線型②:矩形型③:V 字

型と分類し，津波が高い港の特徴として湾の形状が矩

形型と V 字型であることが挙げられる．このことから

津波高の大きさは湾の形も関係してくることが分かる。 

キーワード:津波,三陸沖,予測   連絡先（010-0862 秋田県秋田市手形学園町 1-1 TEL 018-889-2363） 

パラメター 意味 値 

N(°） 緯度 38.26 38.53 38.41 

E(°） 経度 142.29 142.33 141.95 

d(km) 深さ 28 23 38 

θ(°) 走行方向 190 160 190 

δ(°) 傾斜角 20 20 20 

λ (°) 食い違いの方向 76 76 76 

L (km) 走向方向の長さ 10 27 24 

W (km) 傾斜方向の長さ 17 34 34 

U (cm) 食い違い量 420 200 230 
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次に中央防災会議の予測２)と本研究結果との比較を表-2に

示す．本研究結果は山田港，気仙沼港，女川港が予測値を

上回る結果となり，想定外を無くす為にも様々な地震を考

慮する必要性が示唆された. 

6.まとめ 

 本研究では，過去三陸沖に来襲した津波を抽出し，数値

計算により各主要漁港における最大津波高を求め,予測と

の比較を行った.その結果,従来の想定を上回るものもあり,

津波予測には想定外をなくすためにも様々な地震に対して

検討する必要がある． 

謝辞:内閣府中央防災会議から貴重な津波のデータの提供

を受けた．ここに記して関係機関に対し深甚なる謝意を表

する。 
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中央防災会議 結果

津波高 (m) 津波高 (m)

山田港② 9.0 9.45

大槌港② 15.1 9.96

釜石港② 15.5 9.49

大船渡港③ 14.5 10.48

気仙沼港③ 3.0 3.97

石巻港① 3.5 1.17

塩釜港③ 2.5 2.25

渡波港① 3.5 1.57

女川港③ 4.0 4.89

港名

-5.0

-3.0

-1.0

1.0

3.0

5.0

0 60 120 180 240 300 360 420 480

T
su

n
am

i 
h
ei

g
h
t(

m
) 

Time(min) 

山田港② 

大槌港② 

釜石港② 

大船渡港③ 

気仙沼港③ 

石巻港① 

塩釜港③ 

渡波港① 

女川港③ 

湾の形 ①:直線型 ②:矩形型 ③:V字型 

図-2 港の地形 

表-2 予測との比較  

図-4 昭和三陸地震による山田港の時系列水位（一例） 

図-3 全ケースでの最大津波高 
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